












































































































































20～29歳 片脚 20cm 片脚 30cm
30～39歳 片脚 30cm 片脚 40cm
40～49歳 片脚 40cm 片脚 40cm
50～59歳 片脚 40cm 片脚 40cm
60～69歳 片脚 40cm 片脚 40cm































　　　 ・ １分間に60 ～ 80（100）拍／分（安静時）
























































 【前期】★模試種類：TOEIC（R） L&R テス
ト 500点突破コース　




 【後期】★模試種類：TOEIC（R） L&R テス
ト 500点突破コース





































や 4 M（M a n、M a t e r i a l、M a c h i n e、
Method）の観点からの要因項目の洗い出し
を考えてもらった。30位の要因項目の中で、
特性に対して効果がありそうな要因項目に〇
印をつけてもらった。また、特性要因図は、
特性の内容を変えることで、要因を洗い出す
ことができることを身近なことに使用できる
ことをも話した。
●吉川卓也
目標　経済学の理論がどのように活用されるか
を示し、理論を学ぶ重要性を理解する。
　経済学における市場原理を理解することで、
時事的問題である米中貿易摩擦を分析、評価で
きることを示す。
内容　機会費用を計算し、比較優位の原理によ
る分業のもたらす効果を理解する。
　機会費用に基づく比較優位の原理による分業
について、生産の２人２財モデルで生産効率の
上昇を説明し、比較優位をもつ生産に特化し、
生産物を交換することで社会的な分業のもつ意
味を理解する。さらに交換の場としての市場の
役割を説明し、取引相手双方に利益をもたらす
ことを理解する。国際貿易は基本的にこうした
原理により経済的利益を生み出すものであり、
関税などの貿易障壁を人為的に設定すること
は、経済効率を損なうことを示した。
●朴晟材
ロジスティクスを理解する
　企業を取り巻く環境要件は、さらに戦略性が
求められる方向へとダイナミックに変化してお
り、多くの企業では革新的なロジスティクスが
企業戦略の一つとして組織的・体系的に展開さ
れている。
　本テーマ授業では、ロジスティクスの全体的
枠組みを紹介した上で、身のまわりの関連活動
を学生自身に発見させることで、ロジスティク
スの理論的・実践的展開状況を学習するための
視点を討論の中で確認した。
　内容：
１．CSCMP におけるロジスティクスの定義
２．ロジスティクスの高度化
３．米国と日本のロジスティクスの発展史
４．ロジスティクス概念の生成と企業組織の変
化
５．ロジスティクスの領域別区分
６．ロジスティクス活動のまとめ
●前田卓雄
　この授業では、日経ビジネス2019年３月18号
の36ページから39ページ、及び42ページから43
ページに掲載された「ダイナミック・プライシ
ング」に関する記事を読ませて価格決定権は 
「売る側にある」という視点と「買う側にある」
という２つの視点から、学生自身の考えをまと
めさせ、レポートとして提出をさせた。江戸時
代に三越の前身にあたる呉服商の「越後屋」が
行った「正札販売」は、現代まで続く「一物一
価」の商いのルーツである。しかしながら、今
日では航空業界や旅行業界といったサービス業
に代表されるように、繁忙期や閑散期での価格
変動が当然のように浸透している。現在のこの
ような状況下において、価値に見合う価格とは
なにか、誰が価格を決めるのか、といった視点
から「売手」と「買手」の側に立って考察をす
ることは、学生にとって、これから経営系の学
部において学びを深めていくことへの気づきに
なったのではないかと考える。ほとんどの学生
は、高校時代を社会の仕組みや企業の経済活動
について意識することなく過ごしてきたと思わ
れる。したがって、まずは、社会全体に関心を
向けて、世の中の動きを意識させることが重要
だと考える。採用した記事の中には、価格変動
は消費者の理解が得られないとする著名な経営
者の意見も併せて掲載されており、様々な視点
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から自分自身の考えをまとめ、それを論理的に
表現することの難しさもこの授業を通じて経験
できたのではないだろうか。提出を求めたレ
ポートの中には、ただ単に記事を要約しただけ
のものや時間内に記述を終えきれていないもの
も散見された。これから大学で学びを深めてい
く上で必要とされる「学ぶ力」とは何かを意識
する機会をとなったと考える。
●明神実枝
　テーマを「マーケティング発想の経営とは」
とした。そもそも、マーケティングはどのよう
な経緯で誕生した発想法なのか。なぜ、それが
重要視されて一つの専門分野を形成するに至っ
たのか。これを理解し、今後の学習意欲の向上
につなげることを目的とした。具体的に、以下
の２つの課題に取り組んだ。
課題１：『コカ・コーラ帝国の興亡』の「世紀
の大失敗」（392-405ページ）を読んで、 ①ニュー
コークの失敗の原因は何だったか、②コカ・コー
ラ社はこの出来事から何を学んだか、③あなた
はこの出来事から何を考えたか、について回答
しよう。
課題２：課題１を踏まえて、身近にあるマーケ
ティング発想の事例（製品・サービス）のリス
トを作成しよう。
　課題１を通して、マーケティングという発想
法の特徴と有用性を理解し、課題２を通して、
その発想法が実践に結びついている現実を確認
できた。
３．考察
　スタディスキルⅠは、各指導主任によるテー
マ授業を行う点に特色がある。テーマ授業の共
通の趣旨は、高等学校と大学との接続、特に学
ぶための姿勢の違いについて、学生自身に考え
てもらおうというものであった。学生には、さ
まざまな授業を通して、大学生活において必要
なアカデミックリテラシーとは何かを考えて
いってもらいたいということが、我々スタディ
スキルⅠ担当の教員の願いである。
　最後に、平成30年度の問題点について、令和
元年度はどのように改善したか。またその効果
はどうであったかという点について述べる。
　①平成30年度の問題点としては効果測定を
行っていなかったという点があった。令和元年
度は、ラーニングサポートセンターの方での効
果測定は行ったが、スタディスキルⅠという授
業を通して、学生にどのような意識の変化が
あったか、またはなかったかをきちんと検証で
きていない。効果測定のシステムを、特に社会
人基礎力との関係から、考えていかなければな
らない。次年度以降の課題としたい。
　③平成30年度・令和元年度に共通する問題と
して、学生の基礎学力の格差が大きいというこ
とが挙げられる。プレイスメントテストの導入
によって、学生の基礎学力がどの程度かは明ら
かになった。その結果、プレイスメントテスト
の点数と、学生の理解力・学習態度・意欲・成
績との間には、ある程度の相関があることが分
かった。ただし、プレイスメントテストの点数
が低かった学生は、単に基礎学力が不足してい
る場合もあるが、学生相談室のカウンセリング
の必要なケースも存在した。ラーニングサポー
トセンター・学生相談室との連携をさらに深め
ていく必要があるだろう。
　以上、令和元年度のスタディスキルⅠの概要
とその問題点である。今年度から改定した新カ
リキュラムでは、昨年度までのアカデミックリ
テラシーをスタディスキルⅠと名を変え、内容
も更新した。この記録を、次年度以降に役立て
ていきたいと考える。
福　沢　　　健・他
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